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Abstract　The 　Taneichi　 Formation 　is　 exposed 　 along 　 the　 northern 　Sanriku　 Coast，
extending 　about 　15km 　in　a　north −south 　direction　and 　lkm 　to　the　east −west ．　The 　formation

ls　divided　into　lower
，
　middle 　and 　upper 　members ．　 Fossil　evidence 　indicates　that　the　middle

member 　and 　the 　upper 　member 　are 　middle 　Santonian　and 　PaleGgene　in　age
，
　respectively ．

The 　middle 　member 　is　inferred　to　be　overlain 　unconformably 　by　the　upper 　member ，

　　The 　 Taneichi　 Formation 　comprises 　 fine　 to　 coarse 　grained 　 sandstone 　associated 　with

conglomerate ，　mudstone 　and 　tuff．　The 　sandstone 　is　composed 　mainly 　of　fragments　of　chert ，

hornfels，
　 volcanic 　 rock ，

　 quartz 　 and 　 feldspar，　 The 　 conglomerate 　 is　 characterized 　 by
fragments　of 　chert

，
　hornfels，　granite　and 　igneous　rocks ．　 One　hundred　and 　fifty　measure −

ments 　made 　on 　diagonal　bedding　in　the　Taneichi　Formation　indicate　N → S ，
　W → E ，

　S → N

paleocurrent　directions．　 The 　main 　source 　area 　for　the　lower　and 　middle 　 members 　of　the

Taneichi　Formation　was 　the　Kitakami　Mountains　to　the　west 　of　the　sedimentary 　basin．　 On

the　other 　hand
，
　 the　sediments 　of　 the　upPer 　member 　 of 　the　Taneichi　Formation　were

derived　 from　 a 　land　constructed 　of　volcanic 　rocks 　to　the　north 　of　the　sedimentary 　basin．

　Seven　sedimentary 　facies，　one 　of 　which 　includes　two 　sub −facies
，
　 are 　 recognized 　 in　the

surveyed 　area ．　 Late　Cretaceous　sedi エnentation 　of　the　Taneichi　Formation　commenced 　in
fluvial　and 　swamp 　environments ，

　then　changed 　into　backshore　to　shoreface 　environments

due　to　the　Urakawa　transgress　ion．　 The　upper 　member 　of　the　Taneichi　Formation　has
accumulated 　as　fluvia玉to　shore 　face　deposits　following　an 　erosional 　stage ．

Key　 words ： sedimentary 　petrology ，　 sedimentology ，　 Upper
sedimentary 　environment ，　sedimentary 　facies

C 「etaceous 　 to　Paleogene，

は　 じ　 め　 に

　大島造山運動 に よ り，北上 山地 の骨格が 形成 さ

れ ， そ の後 ， 後造山期堆積物で あ る 白亜系宮古層群・

久 慈層群 お よび古第 三 系野 田層群 が太平洋 沿岸か

ら そ の東方の海域に堆積 し た．

＊

住友建設株式会社．Sumitomo 　Construction　Co．　 Ltd．
，

　　13−4，Araki−cho ，　Shinjuku−ku，　Tokyo 　16 ，　Japan．
＊ ＊

岩 手 県立 盛 岡南高等学 校．MQrioka 　Minami 　Senior　High

　　School｝Tonan −
mura ，　Shiwa−gun ，　Iwate　O20，　Japan．

　筆者 らは ，
こ れ らの 地層群の堆積環境 を復元す る

ため に ， 主 に礫岩，砂岩な どの 粗粒な砕 屑性堆積物

の供給源 ， 運搬経路お よ び沈積環境に関す る調査 ・

研究を行 っ て き た．そ の成果の
一

部に つ い て は既 に

報告 した （長浜 ほ か ， 1976， 1977；照井，1982，1983，

1985a，
　 b； 照井 ・川上 ， 1984； 照井 ・長浜 ， 1986）．

こ こ で述 べ る種市層 は，本州 最北部 に 分布す る上部

白亜 系一古第三 系で あ り， 北上 山地 に点在す る久慈
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さわまわ リ　 　 　 レ みずがわ

層群 ・野 田層群 ， 岩泉地域 の 沢 廻 層 ・清水川層な ど

の 同時期の地層群 の 古地 理 や 化石層序学を 明ら か
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に す る上 で も重 要な位置に あ る．ま た ， 種市層の堆

積場 は浦河海進 の 西側 の 縁辺 に あ た る た め ， 堆積相

が 当時 の 海面変動 を 敏感 に 反映 し て い る と推定 さ

れ ， 堆積学的に も興味深 い ．

　本論 では ， まず種市層の 地質・層序に つ い て述べ ，

礫岩組成お よ び砂岩組成 に っ い て 検討す る．次 に ，

本層の 古流 系を復元 し ， 砕屑物の供給源 を推定 す

る．さ ら に ， 堆積 相の 解析を行い
， 砕屑物の 堆積環

境の復元 を試み る．

　本研究 を行 うに あた り， 貴重 な ご教示 を賜 り ま し

た東北 大学名誉 教授北村

る。

信博 士 に 心 か ら感 謝 す

種 市 層 の 地 質

1．地質概説
　 　 　 　 く の へ
　岩手県九戸郡種市町地 域 は ， 北 上 山地 の 北東縁 に

あ り， 島津ほ か （1970）の 田老帯に位置す る （Fig．1）．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 はしかみ

種市層は ， ほ と ん どの地域で 白亜紀 の 階上花崗岩体

を不整合に覆 い
， 北縁部で は下部白亜系 の 原地山層

を覆 っ て い る ．ま た
， 本地域 の約 10km 南方の久慈
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Fig．　L 　Geologic　map 　of　the　northeastern 　part　of　the　Kitakami　Mountains （compiled

from　Shimazu 　et　al ．，197e，　Sugimoto，1974，　Yamaguchi ，
1981

，
　Yamaguchi 　et　al ．

，
1979）．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

上 部白亜 系一古第三 系種市層 の 砕屑岩組成 と堆積相 61

地域 に は 久慈層群 お よ び 野 田 層群が 分布 し ， 両層群

は，基盤の 先宮古統岩泉層群 や田野畑花崗岩体 ・階

上花崗岩体 を不整合で覆 っ て い る．さ ら に ， 岩泉地

域 の 上部 白亜系沢廻層 と古第三 系清水川層 （村井ほ

か，1984）が 小本川沿 い に 分布 し て お り， 先宮古統

お よ び花崗岩類 を傾斜不整合に覆 っ て い る．

2．地質 ・層序

　種市層は，浅野 （1959） に よ り命名 さ れ ， 新第 三

系 と さ れ た が ， 照井ほ か （1975） に よ っ て 白亜系 に

改め られ た．

［模 式地］岩手県九戸郡種市町 の 海岸
一
帯．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ど の は ま

［分布・構造］種市町角 浜か ら中野 に か けて の南北

15km ， 東西 1km に わ た り海岸に 沿 っ て 分布 して い

る （Fig．2）．　 NNW 方向の走向を もち ， 10°前後で太

平洋側 へ 傾斜す る単斜構造 を示 して い る．

［岩 相］岩相の相違 に よ り下部 ， 中部 ， 上 部 の 3 部

層に分 けられ る （Fig．3）．下部層は ， 礫岩 ・砂岩 ・

泥岩か ら主に構成され，火 山ガラ ス ・石英 ・斜長石

［王］

 
Nakan °

Fig．2．　Geologic　map 　of 　the　Taneichi　area ．

Location　of　the　map 　is　shown 　in　Fig．1．

お よ び 小 量 の 黒雲母 な ど か らな る 流紋岩質凝灰岩

と薄 い 炭質層を伴う．泥岩か らは保存不 良な植物化

石 を産す る．
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Fig．3．　Columnar　sections 　and 　stratigraphic

correlation 　of 　 the　UpPer　Cretaceous−Pale−

ogene 　 systems 　 in　 the　 northern 　 Kitakami

Mountains．

　中部層は，中粒砂岩 と細一極細粒砂岩 の 互層 か ら

な り ， 明瞭 な層理 を 示 す ．層厚 1m 以下 の 薄い 礫岩層

を 5 層準 に 挟 む．中粒砂岩 は塊状で斜層理 を示す こ

とが 多い ．細粒砂岩は平行葉理 を示すが ，まれ に 斜

層理や漣痕が み られ る．石灰質団塊が両者 に 多数含

まれ る，生痕 の ほか に二 枚貝 ・ア ン モ ナ イ トな ど の

海生動物化石 を産す る．

　上部層は ， 層理 を 示 す礫岩 ・砂岩お よ び 流紋岩質

凝灰岩 か らな り， 斜層理 の発達 も顕著で ある．砂岩

か ら鮫 の 歯 や 牡蛎 の 化石 を産 した こ とが あ る．角浜

付近 で ， 中部層の細粒砂岩を浸食 し，そ の 浸食面上

に 円磨度 の 低 い 花崗岩な ど の 巨礫を含 む厚 さ数 m

の 礫岩層が重な る。さ ら に ，こ の 礫岩層 が 中部層 の

各 層準を覆う こ とか ら ， 上 部層 と中部層 と は不整合

関係 と推定 され る．

［層位 関係］ほ と ん ど の地域で 階上花崗岩体 を不整

合 に 覆 うが ， 北縁部で は原地 山層 と傾斜不整合 の 関

係 に あ る．

［層厚］全層厚 135m．下部層 20m ， 中部層 100m，

上部層 15m で ある．
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［化 石 ］種市港北岸 の本層中部層か ら 次 の 14種類

の 二 枚貝類 が採集された．InoceramZtS　 naumanni

Yokoyama ，　 SPhenoceramblsu 　 sanrikuensis

Matumoto　 and 　Sugiyama，　 Crassostrea　 sp ．，　 Acila
sp ．

，　Panopea 　sp ．
，　Solen　sp ．

，　Corbiculα 　sp ．
，

GomPhina 　 sp ．，　 Portlandia　 sp ．，　 Microceγce　 sp ．
，

躍 odiolus 　 sp ．，　 Tellinides　 sp ．，　 Me 　19ite　ryx 　 sp ．，

E’picodakia　sp ．．こ れ らの 多 くは ， 現世 に お い て は潮

間帯 か ら浅海細砂底 に 生息す る種 で あ る．ま た，種

市港北岸の 中部層か ら は次の 11種の ア ン モ ナ イ ト

が報告 され て い る （照井 ほか ，
1975；照井 ，

1986）：

NeoPhygloceras’sp ．
，
　 H）Phantoceras　 sp ．

，
1）1
’
hamites

（？）　sp ．，　EubostfOichoceras 　sp ．，　Po 　lyP　tychocems

szabquadratum （Yokoyama ），　 Pol）iPtychoeeras　sp ．，

Kitehinites　 ishikawai （Jimbo），　 Texanite∫ sp ．，

Goudryceras　sp ．，　Hauen
’
ceras 　sp ．，　Didymoceras　sp ，．

さらに ，
Futakami 　et 　al ．（1987）に より Paratexanites

（Anatenanites） sp ．　aff 、　P ．（A ．）nomii （Yabe 　et

Shimizu）が報告さ れ て い る．こ れ ら の 化石は，サ ン

トニ ア ン （K5b ）を指示す る．種市 町八 木 お よ び種市

港周 辺 の 中部 層 か ら次 の 植 物 化 石 を採集 した．

Cycadeoidea　 sp ．，　 PlatanZtS　 sp ．，　 A 　raucarites 　 sp ．，

Nilssonia　sp ．，　LauroPhyllzam　sp ．，　Osmunda　sp ．，

Gleichenites　sp ．
，
　Taxodium　sp ．

，
　Sequoia　sp ．．以上

の化石 に加え て ， 生痕 ， 鮫の歯 ， 魚鱗 ， 巻貝 ， ウ ニ
，

蝦な どの ほか に琥珀 を多産す る．生痕 は，
い ずれ も

潮 間 帯〜浅 海 帯 上 部 （Skolithos〜Glossifungites

相）（Seilacher，1967）を特徴づ けるresting 　structure ，

dwelling　structure などの burrows が多い ．

　上部層か ら は時代を決定で きる動物化石 は見 い

だ され て い な い が ， 花粉化石に よ り古第三 系と推定

さ れ て い る （杉山， 1983）．

3，久慈地域 の 上部 自亜 系 ・古第 三 系 との 対比

　久慈地域に分布す る久慈層群 は，下位 よ り玉 川
　 　 くにたん

層，国丹層 ， 沢 山層 に 区分 さ れ る．Fig ．3 に 種市 ・

久慈 ・岩泉地域 に 分布す る上 部 白亜 系
一古第 三 系 の

柱状図 と対比 を示 し た．種市層の 中部層は ， 久慈層

群 の 国丹層 と岩相 が 良 く似 て お り，ア ン モ ナイ トや

イ ノ セ ラ ム ス な どの 動物化石 に 共通種が含ま れ ，明

ら か に 同 時 期 の 地 層 と し て 対 比 さ れ る ．

SPhenocerα mZtSDt 　sα nn
’
huensdS｝ま，種市層 中部 か ら

産 出（Matsumoto ＆ Sugiyama ，1985）す る と と も

に ，久慈湾南岸地域 の 国丹層 中部 の 基底〜中部 まで

の 層準か ら も か な D多産す る．久慈湾お よ び久慈市

北部の 国丹 層下部 に牡蛎礁 の発達 す る層準が あ る

が ，
こ の点で も本層の 中部層と の類似点 が あ る．一

方 ， 国丹層中部の 上位 か らは Inoceramus　コ
’
aPoniCttS

を産し て い る が （佐々 ， 1932； 島津・寺岡 ， 1962）， 本

層か ら は産 しな い ．

　国丹層 の 直下 の 玉 川層 は
， 下部 に 牡蛎化石 を含 む

浅海成の砂岩を伴うが，主体は礫岩，砂岩，シ ル ト

岩な ど か ら な る非海成層で ， 炭層 と 6 層準に凝灰岩

を挟 み ， 層厚 は 約 180m で あ る。そ れ に対 し て ， 種市

層下部層 の 非海成層 の 厚 さ は非常 に 薄 く 20n1で あ

る．1層準に挟 ま れ る 白色の 凝灰岩 は ， 玉 川層上部 の

もの と岩質や鉱物組成な どが類似す る．ま た ， 本部

層 と 玉 川層 と か ら産す る花粉化石 に は 共通性 が あ

る （Takahashi ＆ Sugiyama ， 1990）．

　
一

方 ， 久慈層群の 上位 に 不整合で 重 な る野田 層群

と種市層上部層 と は，凝灰岩が挟 まれ る こ と，礫 に

流紋岩 ・ デ イ サ イ ト ・安 山岩 な ど の 火 山岩類 が 多数

含まれ る こ と などの共通点が あ り， 野田層群の うち

下部 の 港層 に 類似す る．

　以 上 か ら，種市層下部層 と中部層は 玉 川層上部

〜国丹 層中部に ， 種市層上部層は野 田層群の 港層 に

それぞれ対比 され るもの と考 えられ る．

砕屑岩類 の 組成

　種市層 は， 砂岩 を主 と し， 各層準 に 薄 い 礫岩層を

挟ん で い る．こ れ ら礫岩 ・砂岩 の 堆積岩岩石学的研

究 は ，
こ の 時代の 三 陸周辺堆積盆 の後背地 の 地質 と

そ の 時代的変遷 を明 らか に し，後背地 と堆積盆 の 相

互 の 関係を知る う え で 重 要で あ る．特 に ， 本地域 の

堆積物は 運搬距離が短 く， 供給源を比較的近傍に求

める こ とが で きるため，そ の 運搬経路 もか な りよ く

知 る こ とが で き る．

1．礫種構成

　本 層 の 礫 岩 を 10地点 で検討 した．比較的礫径の

大 き い 所 を選 び，1m2 の 枠を設 けて そ の 中か ら大 き

い 方 よ り 100 個 を採集し ， 礫径 ， 円磨度 ， 礫種を 調

べ ，各種 の 礫 に つ い て 薄片 で の 検討 も行 な っ た．

　礫岩は ， 下部層 と上 部層に や や 発達す る が ， 中部

層 に は厚 さ 50cm 以下 の 薄 い 礫 層が挟 まれ る の み で

ある．礫径は ， 下部層・中部層の も の は 3〜10cm で

あ るが
， 上部層の も の は巨礫で あっ て ， 最大 110cm

に 達する．円磨 度は い ずれ も高 く高円礫 で あ る が ，

上部層の礫岩中に は 亜円礫 も含ま れ る．礫種 は，ほ

と ん ど の 地域 で チ ャ
ー

ト を 主 と し ，
ホ ル ン フ ェ ル ス

が これ に 次 ぐ．ま た，流紋岩 ・デイサイ トお よ び そ

れ ら の火山砕屑岩類が少量 なが ら含 ま れ る．し か
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し，上部層 の 礫種構成は ， 下部層や 中部層 の そ れ と

は異 な り， 花崗岩 ・ホ ル ン フ ェ ル ス ・苦鉄質火山岩

類 ・デイ サ イ ト
・安山岩 ・玄武岩 な どで 構 成 され て

い る （Fig．4）．花崗岩礫は ， 細粒 の ハ ン レ イ岩質ゼ ノ

リス を多 く含み ， 石英が 波動消光 を示 し ， 階上 花崗

岩体 の
一

部 を構成す る久喜花 崗岩 に 類似 して い る．

ま た ， 火山岩類礫の ほ と ん ど は，熱変成を受 け，黒

雲母 を生 じて い る．こ れ ら は ， 花崗岩貫入 以 前に 噴

出し た 原地 山層 の 火山岩 で ある と推定 され る．

2．砂岩組成

　本 層 の 17層準 か ら採集 した砂岩を水洗 。乾燥 し ，

そ の 約 300ccを標準篩を用 い て 手篩で 粒度分析を

行 い
， Inman （1952）の方法 で 平均粒径 ・中央粒径 ・

淘汰度 ・歪度を算出した． こ れ らの砂の粒径は ， 中

粒砂〜細粒砂 で あ る．Folk ＆ Ward （1957）お よび

Friedman （1962）の 尺 度 に 従 え ば ， 淘汰 度 は well

〜moderately 　 well 　 sorted で あ り，歪 度 は near

symmetrical 〜fine　skewed の範囲 に 入 る．さ らに
，

粒度分析 を行 な っ た砂岩 の う ち 中粒砂岩 の 薄片 を

作製 して ， そ の粒子約 500個 に つ い て 鉱物 お よび岩

片 の 種類別 の 頻度 を求 めた（Fig．5）．

　本 層 の 中粒 砂 岩 は
， 石 英 （7〜75％）， 長石 類 （1

〜17％）お よ び黒雲母（4％以下）等 の 結晶粒子や ，
ホ

ル ン フ ェ ル ス （8〜58％）， チ ャ
ー

ト（8〜25％），火

山 岩 類 （1〜45％）， 花崗岩 （6％ 以 下〉等の岩片 か ら

構 成 さ れ る． ホ ル ン フ ェ ル ス 片 は ， 泥岩起源 の 黒

雲母ホ ル ン フ ェ ル ス が 最 も多 く，砂岩起源 の もの は

少な い ．上位 に向か っ て 次第 に 減少す る 傾向が み ら

緬

0 50 100 ％

Fig ．4。　Composition　of 　conglomerates 　in　the
Taneichi　Formation．1： chert ，2：hornfels，3：

sandstone
，
4：basic　tuff

，
5：granite ，

6： andesite ，
basalt　and 　porphyrite， 7；rhyolite 　and 　dacite

，

8： welded 　tuff，　L ；Lower 　Member ，　M ；　Middle
Member

，
　U ：Upper　Member ．
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Fig．5．　 Composition　 of 　 sandstones 　 of　the

Taneichi　Formation．　 a ： tuff，　b： siltstone
，
　c：

laminated 　 sandstone ，　 d： diagonally　 bedded
sandstone

，
　e ： conglomerate ，　f：granitic　rocks ．
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一

明

れ る．チ ャ
ー

ト片 は
一

般 に 弱 い 熱変成 を受 けて い

る．火 山岩片 で は，流紋岩 お よ び そ の 火山砕屑岩が

最 も多 く， その他 に安山岩 ・デイサ イ ト ・玄武岩を

含む。火山岩片 の 多 くは熱変成 に より黒雲母 を生 じ

て い る．流紋岩片 は，流 理 構造 や 球顆構造 を も っ も

の が多い ．斑晶鉱物の見 られ る流紋岩は少ない が ，

しばしば黒雲母 が 認 め られ る．上部層 の砂岩 に は多

量 の 安山岩が含ま れ て い る．石英 の 多 くは，花崗岩

起源 と推定さ れ ， 波動消光 を示す．特に本層下部層

の 砂岩 は， 花 崗岩 の 洗 い 出 しに よる石英 を著 し く多

量 に含ん で い る．長石類 は ， カ リ長石 と斜長石か ら

構成され ， 上位に 向か っ て やや増加する，上 部層に

お い て は花崗岩起 源 と推定さ れ る 斜長石 が 多い ．そ

の 他 に ， 岩片 と し て は花崗岩が か な り含 ま れ，重鉱

物 と して は角閃石 と緑簾石が認め られ る （Fig．5＞．

古　　流　　系

古流系解析に は種々 の堆積構造が使用さ れ る が ，

干

Fig．6．　Paleocurrent　directions　inferred　from

diagonal　bedding　in　the　Taneichi　Formation．

こ こ で は，本層 に よ く発達す る平面型斜層理 （長浜，

1965）と 漣痕 を 用 い た。11地 点に お い て 合計 154

セ ッ トの斜層理 を測定 した（Fig．6），こ れ に よると，

下部層 は，北 か ら南 に 向か う以外 の 分散 し た流向を

示 す．中部層は ， 現海岸線に 平行 な SE 〜 S〜SW →

NW 〜N 〜NE 方向 と
， それ と直交す る W → E の 流

向が 優i勢で ある．上部層 は ， NNW → SSE の 流向が

優勢で あ る．
一

方 ， 5地点で 測定した漣痕は ， 主 に沖

合 か ら陸側 へ 向 か う流向を示 して い る．

堆　　積　　相

　岩相 ， 堆積構造 ， 化石 な どを基 に 7 つ の 堆積相

（facies＞が 設定さ れ た．そ の 中の 1 つ は 2 つ の 亜相

に 細分 さ れ る．

［堆積相 U ：斜層理 中粒砂岩］平面型 〜谷型 斜層理

で 特徴 づ け られ ，ヘ リン ボ ー
ン斜 層理 もみ られ る．

中粒砂か ら な る が ，細礫 を含む 粗粒 の 場合 や，ま れ

に細粒の こ と もある．
一

般に厚層をなす．チ ャ
ート

礫や シ ル ト岩 の ソ フ トペ ブ ル を含む こ とが ある．貝

化石 の 産 出は まれ で あ るが，鮫 の 歯，琥珀，材な ど

の化石は多 い ．団塊中に は 生痕が しば し ば発達す

る。こ の 堆積相上部に はしば しば大型 の 斜層理が認

め られ ，こ の直上 に は堆積相 M ある い は L が重な

る．後述 す る堆積相 M や L の特徴 を考慮す る と ， こ

れ ら は 海面上 昇 に 伴 う再生堆積物の 可能性 を示 し

て い る（Bruun，1962；斉藤，1989）．メ ガ リ ッ プ ル

ベ ッ テ ン グ の 移動 に よ り作 られ た斜層理 は，波や沿

汀流 （longshore 　currents ）の 卓越 す る上部外浜 で の

堆積 を示唆す る．

匚堆積相 M ：平行葉理 細粒砂岩］灰青緑色の淘汰の

良 い 細粒砂岩 か らな り， まれ に極細粒砂岩 を伴 う．

平行葉 理 が 特徴的 に 認 め られ，斜 層理 は 極 め て ま れ

で ある．ま た ，
シ ル ト岩や 粗粒砂岩 の薄層 （層厚数

cm ）を まれ に 挟む．本堆積相 に は ，
パ イプ状の 生痕 が

豊富で ，鮫の 歯や 二 枚貝も産す る．団塊を頻繁に 含

み ，
こ れ に も生痕が良 く発達 す る．漣痕が保存さ れ

て い る こ と もあ る．単層の 厚 さ は 1m 以下で あ る．こ

の堆積相 は ， し ば し ば上 位や 下位の 堆積相 U に移化

し， 堆積相 U より粒度が より小 さ く， 生痕が さ らに

多 くな る こ とか ら
，

よ り静 か な 海底下 の 堆積物 と考

え ら れ る．イ タ リ ア の ゲ
ー

タ 湾 の 現世 堆積 物

（Reineck ＆ Singh， 1973）と類似 し，中部外浜環境

が推定 さ れ る．

［堆積 相 L ：生物優乱極細粒砂岩］極細粒砂岩 で
， ま

れ に 厚 さ tw　cm の 細 粒砂岩 や シ ル ト岩 の 薄層 を挟

N 工工
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Fig．7．　Facies，　sedimentary 　structure 　and 　depositional　environments 　of　the　Taneichi　Formation．
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一

明

む．
一

般 に 堆積構造は不明瞭 で ある が，弱い 平行葉

理 を示 す こ とが あ る。生 物優乱構造 や へ
一

カ ル ペ

レ ッ トが 良 く見 られる．団塊 を含む こ とが あ り，
二

枚貝類や ア ン モ ナ イ ト も比較的多 い ．こ の 堆積相

は，堆積相 M と密接 に 関連 して 産 出 し ，
こ れ よ り さ

ら に 細粒 で 生 物優乱構造 が 発達 す る こ とか ら， 水流

の 弱 い 下 部外浜 環 境 が 推定 さ れ る （Reineck ＆

Singh，　1973）．

［堆積相 F ：低角斜層理砂岩 ・礫岩］細粒砂 岩〜礫

岩で構成さ れ ， 東側 に 傾斜 した低角度 の 斜層理を示

す（ユ0
°

以下）．種市 町 の 窓岩で は牡蛎礁 もみ られ る．

この 堆積相の 上位に は，谷型斜 層理 の 発達 した堆積

相 U の細粒砂岩が
一

般 に 重 な り， こ の 漸移部 か ら は

材化石 や 琥珀を多産す る．材化石 に は ，
フ ナ ク イ ム

シ の生痕が 発達す る．こ の ような特徴 は ， 各地域か

ら知 られた前浜堆積物 の そ れ （King，1972な ど）と

良 く類似す る．また ， 牡蛎や材化石 の長軸方向は ，

一
般 に約 N40 °W であ り，

こ の 方向はほぼ当時の海

岸線の方向を示 し て い る と考え られ る．

［堆積相 P ：塊状 ・平行葉理炭 質シ ル ト岩］暗灰色

シ ル ト岩 か ら な り， 塊状で あ っ た り， あ る い は平行

葉理 を 示 し た りす る．し ば しば平行葉理を示 す砂岩

の 薄層 を挟む．保存 の 悪 い 植物化石 を豊富 に含み，

薄 い 炭層を挟む こ と もあ る．直径 5cm 程度 の 琥珀 の

塊 を 含 む こ と も あ る．本堆積相 は ， 沼沢 や 氾濫原 な

どの 淡水域 の 環境 を示す もの と推定さ れ る．

［堆積相 C ：平行層理 ・塊状礫岩］泥岩 に 伴 っ て 産

す る場合と砂岩 （堆積相 U ・M ・L）と密接 に 伴 っ て 産

す る 場合と があ る．前者を C1， 後者を C2 亜相 とす

る．

　堆積相 C1 は，下部層と上部層 に 見 られ，塊状 の 礫

岩か ら構成 され る．上方お よ び側方 に 泥岩あ る い は

淘汰不良の 砂岩 に 移 り変わ る．基質は
一

般に細礫か

ら な る が ， 泥質 の こ と も あ る．層厚 は，0．5〜5m で あ

る．礫 の 円磨度は ， 比較的良い ．炭質物 の 多 い 砂岩

を含み ，海生動物化石 を全 く産 しな い ．こ の 堆積相

は ， 現世河川 の チ ャ ネ ル の 充填堆積物 （Fisk，
1944；

Lattman
， 1960な ど）と類似 して い る．

　堆積相 C2 は，海成層中 に 産 し，厚 さ 30cm 前後 で

あ る．平行層 理 あ る い は谷 型 〜 平 面型 斜層理 を 示 し

て い る．一
般 に 堆積相の 境界部に多い が

， 葉理 と平

行し て
一

列に配列 し て ， あ る い は薄層 と して 堆積相

M の 砂岩中 に挟 まれ て い る こ と もあ る．材 ・琥珀 ・

鮫の 歯 ・ソ フ トペ ブ ル な どが 含まれ る．こ れ らは ，

リ ッ プ カ レ ン ト あ る い は暴浪時に 沖 合 へ も た ら さ

れ た ス トーム 堆積物 の ラ グ堆積物 で あ る可能性が

強い ．

［堆積 相 S ：大型斜層理 中粒砂 岩］セ ッ トの 厚 さ 3
〜5m の大型斜層理 を形成す る中粒砂岩か ら な る．

塊状 で 堆積構造 の発達 し な い 場 合も あ る．各 セ ッ ト

の 間 に 平行葉理 を示す厚 さ 10数 cm の シ ル ト岩の

薄層を伴 う こ とが あ る，こ れ らの シ ル ト岩 は，しば

しば植物 の 破片を含む．

　大型斜層理 の 上 下 に は ， メ ガ リッ プベ ッ テ ン グ を

伴 う こ と が ある．こ の ような場合 に は， 堆積相 U と

区別し に くい こ と も あ る が ， 円礫 を伴わ な い こ と ，

海生動物化石 を産 しな い こ と， 斜層理 の発達が不良

で あ る こ とか ら 区別 さ れ る ．こ の 堆積相 は
， 海岸砂

丘環境 を示 す と考 え られ る．

　以上 に検討 した累重関係や各堆積相の特徴か ら，

堆積相 C1，　 P は ，そ れ ぞ れチ ャ ネル
， 氾濫原環境 を

示 す と推定さ れ る．ま た，堆積相 S，F，　 U ，　 M ，　 L

は ， それぞれ後浜 ， 前浜 ， 上部外浜 ， 中部外浜， 下

部外浜堆積物 と推定 され る．従 っ て ， 種市層は ， 河

川環境お よ び海浜〜大陸棚上 の 浅海 に 堆積 し た と

考えられ る （Fig．7）．

考 察

　前述 の事実 を基 に し て種市層の 供給源 お よ び堆

積環境 を 検討 し
，

さ ら に
，

こ れ ま で に 筆者 らの得た

久慈 ・岩泉地域の データ を加え ， 北上山地 に お ける

上部 白亜 系
一
古第三 系全体に つ い て若干 の 考察 を

行な う．

1．供給源

種市層下部層の古流向は ， 様々 な方向に分散し て

お り，北 か ら南 へ 向か う以外の 全 て の 流向が認め ら

れ る．これ ら か ら堆積物 の 供給源 の 方向を明 らか に

す る こ と は困難で ある．しか し ， 下部層が 花崗岩を

不整合 に 覆 い
， それ に 由来す る と推定さ れ る石英 を

多量 に 含む砂岩 を伴う事実は，下部層の 供給源 の
一

っ が久喜 花崗岩 で あ っ た こ と を 示 し て い る．ま た ，

下部 層 に はチ ャ
ー

ト礫 を主 とした極め て 円磨度の

高 い 礫が含まれ て い る．これ ら の供給源 は ， 現在 の

北上山地 周辺 の 地質 を考慮す る と ， 西側の北上山地

や 久 慈湾北部 地域 に 分布 す る 中生界 中 の チ ャ
ー

ト

と考えられ る．

　中部層 の 供給源 は ， 古流 向か ら判断す る と種市層

分布域 の 北西
〜北方向お よ び南〜西方向 に 推定 さ

れ る．ま た ， 砂岩組成 に地域差が な い こ とや 古流向

が 分散 して い る こ と， さらに 堆積相 を考慮す ると，
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本部層を構成す る砂は ， 主 に沿岸流 に よ っ て か な り

移動 した と考 え られる．顕微鏡下 の 特徴 は ， こ れ ら

の 砂粒が 久喜花崗岩 ・階上花崗岩 ・原地山層などに

由来す る こ と を示 し て い る．

　上部層の 古流 向 は， 北北西 → 南南東 を示す．また，

階上 お よ び久喜花崗岩 ， これ ら の花崗岩の北側周辺

に分布す る苦鉄質火山岩 ， 原地 山層の 火山岩 など に

由来す る と推定 さ れ る 礫 が含 ま れ る．こ れ ら の 岩石

は，本地域 の 北〜北西 方向の陸上 お よ び海底下に分

布 して い る．

　 こ の よ う に ，種市 層 が 堆積盆 地周辺 の 比較的近い

所 に 供給 源 を もつ 傾向 は，久慈層群 の 場合 （照井 ，

1986）と類似し て い る．久慈層群玉川層で は ， 砕屑物

の 多 く は堆積盆地 の 西側 の 北 上 山地 か ら供給 され

た チ ャ
ー b ・ホ ル ン フ ェ ル ス ・砂岩 ・花崗岩な ど か

らな り，後背地 の地質を反映 して礫種構成に地域差

が み ら れ る．久慈層群国丹層中の礫岩は ， チ ャ
ー

ト

の 円礫 を主 とし，東 方 に 分布す る原地山層の火山岩

な ど を含 む ．沿岸流な ど に よ り移動 し た と推定 さ

れ ，

一般に礫種構成に地域差がな い ．また ， 岩泉地

域 の 沢 廻 層 は， チ ャ
ー

トを主 と す る礫岩 （照 井 ，

1985b ）や石英 ・チ ャ
ー

ト
・ホ ル ン フ ェ ル ス な どの岩

片 か ら構成さ れ る砂岩か ら な る．特に ， 基底礫岩 は ，

直下の 基盤岩 と同種の礫か ら構成 され ， 大 きな運搬

距離 は考 え られ ない ．

　一方，野 田層群港層の 場合に も種市層上部層と同

様 ， 太平洋側か ら供給さ れ た原地 山層の火山岩 ， 久

喜花崗岩 お よび沢 山層堆積期 か ら野 田層群堆積以

前 に 東方陸域 （久慈沖火 山列）で 噴出し た溶結凝灰

岩な ど に 由来す る砕屑物 か ら 主 に 構 成 さ れ る （照

井 ，
1983

，
1985a ；照井 ・長浜，1986）．岩泉地域 の 古

第 三 系清水川層 は ， 粘板岩や ホ ル ン フ ェ ル ス な ど に

由来す る ， 南側か らもた らされた砕屑物か らな る扇

状地堆積物で構成 さ れ る （照井，1985b ）．以上 の 検討

結果 に 基 づ き， 北部北上山地 の 上部 白亜 系 ・古第三

系の供給源と供給方向を Fig．8 に模式的 に 示 した．

2。堆積環境

　種市層の 堆積環境 は
， 堆積相 の 検討 か ら次 の よ う

な 変遷 を た ど っ た と推定 さ れ る．下部層堆積期 に

は， 河川〜沼沢地 に お い て チ ャ ネ ル 堆積物や氾濫原

堆積物（堆積相 Cl ，
　P）が 堆積し ， 久慈地域 と

一
連 の

沼沢環境 を形成 して い た．中部 層堆積期 に は本地域

は，後 浜・前浜〜外浜環境 （堆積相 S ， F ，
　 U ，

　 M ，
　L）

に変化し た ．こ れ ら の堆積相が走向方向 に よ く連続

する こ とか ら，当時 の 海岸線は，現在に お け る地層

で

　

つロ
　

　

　

　

5

Fig．8．　Source　areas 　of 　clastics 　of 　the　Upper

Cretaceous−Paleogene 　 formations　 in　 the

northern 　 Kitakami 　 Mountains ．　 Solid

arrows 　 show 　 the 　 directions　 of 　 main

transportation 　 of 　 the 　 PaleQgene 　 clastics

and 　 open 　 arrows 　 those 　 of 　 the 　 Upper

Cretaceous　clastics ．1：main 　source 　areas ，2：

sedimentary 　 basins，3： granitic 　 rocks ，4；

volcanic 　 rocks ，5： Pre−UpPer　 Cretaceous
sedimentary 　rocks ．

の 分布域の 西縁付近 に 位置し ， 北北西方向に の び た

砂浜を形成し て い た と推定さ れ る．そして
， 海水準

の 小 さな上下変動 と 沿岸 流 の 影響 下 で 堆積 が 行 な

われ た．削剥期を経て，上部層堆積期に は，河川〜上

部外浜環境 とな り， 北側か ら河 川 が 上 部外浜環境 へ

流入 して い た．

　久慈地域で は ， 種市層 よ り も早 く堆積が始ま り，

玉川層 は扇状 地 → 前浜 ・上部外浜 ・砂 丘→ラグ ン ・

河川 ・氾濫原な ど の 堆積環境 の 変遷 を示 して い る

（照井 ，
1986）．種市層の 堆積 は ，

こ の後半の時期か

ら始 まる （Fig．　9A ）。久慈地域 の 本格的な海進 は，種

市層中部層の時期に行な わ れ ， 前浜〜下部外浜 → 中

N 工工
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部外浜〜下部外浜 → 上 部外浜〜中部外浜 へ の 環境

の 変遷 が あ っ た （Fig．9B）．こ の 時期 の 末期 に は海退

し ， 次の 沢山層堆積期に は河川〜沼沢環境 へ 変わ っ

た （Fig．9C）．こ の 時期 を通 じて 本地域 で は流紋岩活

動が行なわれ た ．岩泉地域 で も黒雲母を斑晶に もつ

流紋岩活動 が あ り ， 溶結凝灰岩を 形成 し た こ と が判

明した が ，
こ れ に つ い て は別に報告の 予定で あ る．

　岩泉地域で は，扇状地 → 前浜 ・上部外浜 → 河川 を

経 て 中部外 浜 → 沼沢環境 へ と変遷 し た （照井 ，

1985b）．

　古第三紀後半 に は ， 北上 山地全域が陸上 で 堆積が

行 なわれ （Fig。9D），久慈地域で は河川
・沼沢環境が

広が り ， 風成層を も伴 っ て い る．岩泉地域 で は扇状

地環境 下 で 厚 い 礫 岩 が 堆穫 した．

ま　　 と　　 め

　北上山地北部 ， 種市地域 に分布 す る 上部 白亜系
一

古第三 系種市層 に っ い て ， 層序 ， 岩相 ， 砕屑岩類 の

組成 ， 古流系に つ い て検討を行 い
， 層相解析をした

結果 ， 以下 の こ とが明 らか とな っ た．

　1）種市層は， 岩相 の 相違 に よ り下部層 ， 中部層 ，

上部層 の 三 部層 に 分 け られ る．下部層は ， 久慈層群

の 玉川層上部に ， 中部は同層群の 国丹層下部か ら中

部 ま で の SPhenoceramusu　sα纏 肋 覦 sゴ∫ 帯 に 対比 さ

れ ， 種市層 の ア ン モ ナ イ トの 指示 す る時代は サ ン ト

ニ ア ン中期で あ る．上部層は下位層とは不整合の 関

係 に あ り， 古第 三 系 の 可能性 が 高 い ．

　2）種市層の 下部層〜中部層の 礫岩 は ， チ ャ
ー

トを

主 と し ， ホ ル ン フ ェ ル ス な ど を伴うが ， 上部層で は

こ れ らに花崗岩や 原地 山層の 火 山岩 と火 山砕屑 岩

類 が 加わ る，砂岩 は，チ ャ
ー

ト
・ホ ル ン フ ェ ル ス ・

火 山岩等 の 岩石 片 の 他に ， 花崗岩か ら供給さ れ た 石

英や長石類か ら構成さ れ る．こ れ らの供給源 は
， 堆

積盆地 の 主 に西側 と北側 に 求 め られ る．

　3）種市層中部層は，沿岸流 の 影響下で 堆積 し， 斜

層理 の 示す古流 向 は ， 海岸線 に 平行 な南北 方向 と，

海岸 か ら沖 へ 向 か う西 → 東が優勢で あ る．

　 4）岩質 ・粒度 ・堆積構造な どの特徴 に基 づ き， 本

層に は 7 つ の 堆積相が識別 され る．こ れ らの 堆積相

か ら推定 さ れ る 堆積環境 は ， 外浜 ・ 前浜 ・ 後浜 ・ 河

川に わ た る．

　 5）種市層 の下部 層 お よび中部層 の 堆積環境 は， 河

川
・氾濫原環境か ら始ま り ， そ の 後の 海進 に よ り後

浜〜下部外浜環境 に変化 し た．前浜堆積物 の 分布 か

ら推定 され る種 市層中部層 の 海進 の 氾濫 は ， 現在 の

地層分布域 を大 き く越 え る もの で は な か っ た．不整

合形成後 ， 上部層堆積期に は 河川〜上部外浜環境 へ

と変遷 した．
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　種市層は ， 北部三 陸海岸に南北 15km ， 東西 1km に わ た っ て分布す る．本層は ， 主 に 細粒〜粗

粒砂岩 か らな り， 礫岩 を伴 っ て い る．砂岩は ， チ ャ
ー

ト，
ホ ル ン フ ェ ル ス

， 火山岩類 ， 石英お

よ び長石 な ど の 粒子 で 構成 され て い る．礫岩 は， チ ャ
ー

ト，ホ ル ン フ ェ ル ス ， 花崗岩 お よび火

山岩類等の礫か ら な る．斜層理 の 測定か ら推定 さ れ た古流向は ， N → S，
　 W → E ，

　 S → N が

優勢 で あ る．種市 層下部層 と中部層 の 主要な後背地 は ， 堆積盆地西方 の 北上山地 で あ る ＝ 方 ，

種市層上 部層の 堆積物 は ， 北側 の 火 山岩類 か ら な る陸地 よ り供給 さ れ た．種市層 か ら，7 つ の

堆積相が区分さ れ ， そ の うち の 1 つ は 2 つ の 亜相に分け ら れ た．こ れ ら の堆積相か ら推定さ れ

る堆積環境 は次の よ うで ある．種市層下部層の 堆積は ， 河川 ・沼沢環境か ら始 まり，中部層堆

積期に は海進 を被 り ， 後浜〜下部外浜環境下 とな っ た．海退後 ， 削剥期を経て 上部層堆積期 に

は河川〜上部外浜環境 へ と変遷 した．
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